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著者まえがき 

 

この問答書は、福音の約束の最初の宣言である創世記３章１５節が最初の約束であり、全ての

旧約聖書の歴史は、この約束が展開されていったものである、という原則に基づいています。 

 

１９５５年から１９６３年のプロテスタント改革派教会会議の決定に従って、署名者たちが私

たちの契約の子供達のために、この問答指導書である本書を準備しました。 

 

本書は、１１歳と１２歳の子供達のために書かれており、G ヴァンデン・バーグ牧師による

ジュニアのための新約聖書に備えられている教えを土台に作成したものです。本書の目的は、

私たちの子供達がただ単に新約聖書の諸事実に親しむことだけではなく、これらの事実によっ

て教えられ、また、私たちのプロテスタント改革派教会において告白されている、根本的な真

理を、子供達に紹介することにあります。 

 

地図を使うことが、初心者にとって、大変益になることは明らかです。パウロの宣教旅行につ

いては、特にそうです。 

 

筆者は、本書執筆に当たって助けてくださった方々に、心からの謝意を表したいと思います。

私たちのアダムス聖プロテスタント改革派クリスチャン学校の先生方、教会会議問答書委員

会、そして、教会会議書評委員会の皆様には、本書をより良いものとするために貴重なご意見

をいただきましたことを、心から感謝いたします。 

 

私たちの契約の神様が本書を、御名の御栄光のために、また、私たちの契約の子供達を建て上

げるために用いてくださいますように。 

 

牧師 H ヴェルドマン 

 

 

 

 

 



 

編者まえがき 

 

本小冊子（２０１１年２月編）は、過去４０年に渡り、素晴らしい成果をもってアメリカの

PRC によって使われてきたものから編集されたものです。いくつかの誤字やその他の間違いが

除かれました。問いと答えの中で、内容は妥協することなく、子供達が覚えやすいように簡単

にされたものもあります。より子供達の益となるように、暗唱聖句（ローマ８章全体）も付け

加えられました。デイビッド・ヒッグズ牧師により、新たに「参照聖句」も付け加えられ、勤

勉な生徒の学習経験をより豊かなものとし、本小冊子を使って指導に当たる人々に、豊富な教

材を提供してくれるでしょう。 

 

このレベルの一冊目と同じように、中級レベルの解答に比べて、より詳細に、そして深い内容

の解答となっていることに生徒たちは気がつくでしょう。また、このレベルでは、諸事実の取

得よりも、理解することに重点を置いています。そのため、親御さんたちや先生方は、子供達

に答えを求める際、全く同じ言葉を使うように強調し過ぎるべきではありません。 

 

私たちが子供達を、聖書と教理において力強い、御父の息子、娘たちとなるように訓練するに

当たって、主が忍耐深さを与え、祝福してくださいますように。 

 

牧師 JJ リム ２０１１年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 １ 課 

 

バプテスマのヨハネの誕生 

 
ルカ１章 

 
 

⒈ 新約聖書は、どのように旧約聖書と違うのですか。 

新約聖書はキリスト・イエスにある約束の成就のことが書かれています。 

                     ［ヘブル１：１〜２］ 

 

 

２. どんな約束ですか。 

神さまが御自分の民を救い、キリストを通して天の栄光のなかに連れて行ってくださる

という約束です。［ヘブル６：１３〜２０；９：１〜２８］ 

 

 

⒊ キリストがお生まれになる前に、旧約聖書を書いた最後の預言者はだれでしたか。 

 マラキです。バプテスマのヨハネの誕生を預言しました。［マラキ３：１；４：５］ 

 

 

４. マラキの後、主イエス・キリストが来られるまでの４００年間の特徴は何でしたか。 

ユダヤ人たちは、心からではなく、形だけの礼拝で神さまに仕えていました。 

                   ［例 マルコ１：２１〜２２］ 

 

 

５. この４００年の間、宗教はどのように変わっていきましたか。 

独善的なパリサイ派や、不信仰なサドカイ派など、色々な宗派が起こりました。 

        ［マタイ３：５〜７；１２：１〜４；２２：２３〜３２］ 

 

 

６. このころのユダの政治はどうなっていましたか。 

 短い間を除いて、マカベア時代には、ユダは外国の国々に支配されていました。 

 

 

７. イスラエルのすべての人々がパリサイ派とサドカイ派に従いましたか。 

いいえ、残りの者たちは、約束の救い主が来てくださることを祈り続けていました。 

                         ［ルカ２：２５〜３６］ 

 

 



８. だれが、バプテスマのヨハネの誕生を告げましたか。 

 御使いガブリエルが、神殿にいたザカリヤに告げました。［ルカ１：１５〜２０］ 

 

 

９. 御使いはヨハネについて、ザカリヤに何を言いましたか。 

彼がナジル人の預言者で、イスラエルに悔い改めを呼びかける者になる、ということで

す。［ルカ１：１５〜２０］ 

 

 

１０. ザカリヤが御使いの言葉を信じなかったとき、何が起こりましたか。 

 彼の不信仰のしるしとして、口がきけなくなり、話せなくなりました。 

                 ［ルカ１：２０、６２〜６４］ 

 

 

 

 

追加暗唱聖句：ローマ ８：１〜２ 

 

1 こういうわけで、今は、キリスト・イエスにある者が罪に定められることは決してあり

ません。2 なぜなら、キリスト・イエスにある、いのちの御霊の原理が、罪と死の原理か

ら、あなたを解放したからです。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 ２ 課 

 

主イエスさまがお生まれになる 

 
マタイ２章とルカ２章 

 
 

⒈ 主イエスさまはいつお生まれになりましたか。 

定めの時が来た時です。［ガラテヤ４：４］ 

 

 

２. 「定めの時」とはどんな意味ですか。 

神さまがすべてのことを、救い主のお誕生のために整えられた時です。 

［例 創世記４９：１０；ダニエル９：２４〜２６；マラキ３：１；マルコ１：１５］ 

 

 

⒊ だれが主イエスさまのお誕生を告げ知らせたのですか。 

御使いガブリエルです。マリヤに、彼女が主の母親になることを告げました。 

                      ［ルカ１：２６〜３８］ 

 

 

４. ヨセフとマリヤはなぜベツレヘムに行ったのですか。 

皇帝アウグストが、全帝国に課税の勅令を出したからです（訳注：これは欽定訳聖書に

よる。しかし日本語訳聖書には、「住民登録をせよという勅令」と訳されている）。 

                           ［ルカ２：１〜６］ 

 

 

５. 神さまは、皇帝アウグストの勅令によって何をしようとされたのですか。 

ヨセフとマリヤを、ダビデの町ベツレヘムに導くことです。ミカの預言によると、主イ

エスさまはそこで生まれることになっていました。 

                               ［ミカ５：２；マタイ２：５］ 

 

 

６. 主は、なぜ飼い葉おけに寝かされたのですか。 

 宿屋には彼らのいる場所がなかったからです。［ルカ２：７］ 

 

 

７. 主イエスさまが飼い葉おけに寝かされた、という事実は、霊的な意味があるのですか。 

はい、主ご自身が場所を作って下さるまで、人間の心には主のための場所はない、とい

うことです。［例 ヨハネ１９：１２〜１６］ 



８. 救い主は、なぜそのような貧困の中にお生まれになったのですか。 

 主の貧しさによって、私たちが富む者となるためです。［コリント第二８：９］ 

 

 

９. 御使いは、救い主のお名前について、ヨセフに何を指示しましたか。 

「その名をイエスとつけなさい。この方こそ、ご自分の民をその罪から救ってくださる

方です。」（マタイ１：２１） 

 

 

１０. 主イエスさまは、すべての人の救い主であられますか。 

 いいえ、選ばれた者だけの救い主であられます。彼らはすべての国々から集められた 

  人々です。［使徒２：３９；参照 ローマ８：２８〜３９；エペソ１：１〜１３；２： 

  １〜２２； ペテロ第二３：９；ローマ９：６〜３３］ 

 

 

 

 

追加暗唱聖句：ローマ ８：３〜４ 

 

3 肉によって無力になったため、律法にはできなくなっていることを、神はしてください

ました。神はご自分の御子を、罪のために、罪深い肉と同じような形でお遣わしになり、

肉において罪を処罰されたのです。4 それは、肉に従って歩まず、御霊に従って歩む私た

ちの中に、律法の要求が全うされるためなのです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 ３ 課 

 

バプテスマのヨハネの働き 

 
マタイ３章；マルコ１章；ルカ３章、ヨハネ１章 

 
 

⒈ バプテスマのヨハネとはだれですか。 

主の御前に先立って行く者です。［ルカ１：７６〜８０］ 

 

 

２.  どの預言が、ヨハネにおいて成就されましたか。 

マラキ３：１ー「見よ。わたしは、わたしの使者を遣わす。彼はわたしの前に道を整え

る。」 

 

 

⒊ ヨハネの役割は何でしたか。 

すべてのイスラエル人を、主イエス・キリストの来臨のために整えるように召されまし

た。［マタイ３：１〜３］ 

 

 

４. ヨハネはその役割のために、どのように整えられましたか。 

神さまご自身が、荒野でヨハネを教え、ご自分の働きのために彼を召されました。  

                                                             ［ルカ１：７６、８０；３：２］ 

 

 

５. ヨハネはなぜ荒野で働いたのですか。 

死んだような形だけの神殿奉仕に、抗議していたのです。 

［マタイ３：１〜１３；イザヤ４０：１〜３；マラキ１：６〜１４］ 

 

 

６. ヨハネはその教えで、何を強調しましたか。 

天の御国が近づいたので、悔い改めなければならない、ということです。 

                       ［マタイ３：２］ 

 

 

７. ヨハネはなぜ、御国が天のものであると強調したのですか。 

人々が地上の王国を期待していたからです。［例 ヨハネ６：１５］ 

 

 



８. ヨハネは、あなたはどなたですか、と尋ねたユダヤ人の指導者たちに、何と答えました 

  か。 

 「私は『主の道をまっすぐにせよ』と荒野で叫んでいる者の声です。」 

                     （ヨハネ１：１９〜２７） 

 

 

９. ヨハネは、人々が彼をキリストであると考えたとき、何と答えましたか。 

 

自分よりもさらに力のある方が来られる、その方は聖霊と火のバプテスマをお授けにな

ると教えました。［マタイ３：１１；ルカ３：１６；ヨハネ１：３３］ 

 

 

１０. ヨハネの働きの中で頂点となる出来事は何でしたか。 

 主イエスさまを「世の罪を取り除く神の子羊」と指し示したことです。 

                      （ヨハネ１：２９） 

 

 

 

 

追加暗唱聖句：ローマ ８：５ 

 

５ 肉に従う者は肉的なことをもっぱら考えますが、御霊に従う者は御霊に属することをひ

たすら考えます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 ４ 課 

 

主イエスさまのバプテスマと試み 

 
マタイ３〜４章；マルコ１章；ルカ３章〜４章 

 
 

⒈ 主イエスさまがお働きを始められたことを示す出来事は何でしたか。 

ヨルダン川のほとりで、ヨハネからバプテスマを受けられました。 

                ［マタイ３：１３〜１７］ 

 

 

２. 主はなぜ、バプテスマを受けるためにヨハネのところに行かれたのですか。 

一つはすべての義を満たすため、また一つは「ご自分のおからだにおいてバステスマを

聖別され、私たちが主と同じバプテスマを共有することができるようになるため」（カ

ルヴァン）です。［マタイ３：１５］ 

 

 

⒊ 主イエスさまには罪がなかったのに、なぜバプテスマによってすべての義を満たさなくて 

  はならなかったのですか。 
 

私たちの主のバプテスマは、罪の赦しのためではなく、父なる神さまによって与えられ

た働きのためにご自身を聖別するためのものであったからです。［マルコ１：４］ 

 

 

４. これが主のバプテスマの意味であることが、どうして分かるのですか。 

旧約の祭司たちは３０歳になると、その務めのために聖別されるために水を振りかけら

れました。また、私たちの主は、ご自分の召命をヨハネがバプテスマによって承認した

ことをほのめかされたのです。 

［ルカ３：２３；民数記４：３；８：６〜７；ルカ２０：１〜３］ 

 

 

５. 主がバプテスマを受けられた直後に何が起こりましたか。 

悪魔の試みを受けるため、御霊に導かれて荒野に行かれれました。 

                    ［マタイ４：１］ 

 

 

６. この試みにはどのような意味がありましたか。 

主の悪魔との戦いの始まりでした。 

 

 



７. 悪魔は主イエスさまに何をさせたかったのですか。 

主が父なる神さまに背くようにさせたかったのです。 

      ［マタイ４：２〜３、６、８〜９］ 

 

 

８. 主が悪魔に答えられた時の特徴的なことは何ですか。 

 主は悪魔に、神さまの御言葉で答えられました。（マタイ４：４、７、１０） 

 

 

９. 主イエスさまの試みの結果は、何を示していますか。 

主が勝利をおさめられたこと、そして主は悪魔のすべての力を確実に滅ぼされる、とい

うことです。［マタイ４：１０〜１１］ 

 

 

１０. これらの試みは、私たちの罪との戦いについて、何を教えていますか。 

 試みには、神さまの御言葉と祈りによってのみ打ち勝つことができる、ということで 

 す。（例 ルカ２２：４０；詩篇７３；黙示１２：１０－１１） 

 

 

 

 

追加暗唱聖句：ローマ ８：６〜７ 

 

6 肉の思いは死であり、御霊による思いは、いのちと平安です。7 というのは、肉の思い

は神に対して反抗するものだからです。それは神の律法に服従しません。いや、服従でき

ないのです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 ５ 課 

 

イエスさまのユダヤとサマリヤでの働き 

 
ヨハネ２〜４章 

 
 

⒈ 主イエスさまが最初に行われた奇跡は何でしたか。 

ガリラヤのカナで、水をワインに変えられました。［ヨハネ２：１〜１１］ 

 

 

２. 奇跡とは何ですか。 

奇跡とは、自然の法則では説明できない、神さまの力ある御業のことです。 

 

 

⒊ 主の数々の奇跡は、何を示しましたか。 

主イエスさまがキリストであり、神の子であることを示しました。［ヨハネ２：１１］ 

 

 

４. 主は、その働きの最初の年を、どこで過ごされましたか。 

おもにユダヤで、十カ月程、働きをされました。 

［ヨハネ２：１３；３：２２〜２３；４：１〜３；マタイ４：１２］ 

 

 

５. 主イエスさまが宮を訪れられたとき、エルサレムで何をなさいましたか。 

宮から、売り買いをする者たちを追い払われました。［ヨハネ２：１３〜１７］ 

 

 

６. ご自分の権威を示すために、主イエスさまはユダヤ人にどのようなしるしを与えられまし 

   たか。 

「この神殿をこわしてみなさい。わたしは、三日でそれを建てよう。」 

                    （ヨハネ２：１９b） 

 

 

７. 主イエスさまはニコデモに、天の御国に入るためには何が必要であると言われましたか。 

再生：「人は、新しく生れなければ、神の国を見ることはできません。」 

                      （ヨハネ３：３） 

 

 

 



８. 主がサマリヤの女とされた会話の中で、中心的な教えは何ですか。 

 ご自身がキリストなので、ご自身はいのちの水であるということです。 

                         （ヨハネ４：１４） 

 

 

９. 主イエスさまがサマリヤ人の間で働かれたことによって、どのような影響がありました 

   か。 

多くのサマリヤ人たちが、主を信じました。［ヨハネ４：４２］ 

 

 

１０. サマリヤ人たちの信仰は、何を予告していますか。 

   主イエスさまがユダヤ人に退けられ、異邦人に受け入れられる、ということです。 

       ［ヨハネ４：９、２７、３５〜３８；マタイ２８：１９〜２０］ 

 

 

 

 

追加暗唱聖句：ローマ ８：８〜９ 

 

8 肉にある者は神を喜ばせることができません。9 けれども、もし神の御霊があなたがた

のうちに住んでおられるなら、あなたがたは肉の中にではなく、御霊の中にいるのです。

キリストの御霊を持たない人は、キリストのものではありません。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 ６ 課 

 

主の最初のガリラヤ巡回の旅 

 
マルコ２章とルカ４〜５章 

 
 

⒈ 主イエスさまはナザレの会堂で何を教えられましたか。 

ご自分が、主の油注がれた者についてのイザヤの預言の成就であることを教えられまし

た。［ルカ４：１６〜３０］ 

 

 

２. ナザレの人々は主の教えを信じましたか。 

いいえ、彼らは怒って主を殺そうとしました。［ルカ４：２９］ 

 

 

⒊ ナザレでの、主イエスさまの拒絶は、何を証明していますか。 

主はご自分の国に来られたのに、ご自分の民は受け入れなかったことです。 

                       ［ヨハネ１：１１］ 

 

 

４. 主はナザレからどこに行かれましたか。 

カペナウムに行かれました。ここは長い間主の働きの中心地となりました。 

                        ［マタイ４：１３］ 

 

 

５. カペナウムでは何が起こりましたか。 

主は病人をいやし、悪霊どもを追い出されました。［ルカ４：４０〜４１］ 

 

 

６. 主はガリラヤ湖で何をされましたか。 

たくさんの魚をとるというしるしを行われ、人間をとる漁師として、弟子たちを召され

ました。［ルカ５：１〜１１］ 

 

 

７. 魚をとるというこの奇跡は何を意味しているのですか。 

神の御子は、ご自分の教会をご自身の霊と御言葉によって集められる、ということで

す。［ルカ５：１０；ローマ１０：１４；テサロニケ第二２：１３〜１４］ 

 

 



８. 主が中風の人をいやされたのはなぜですか。 

 人の子が地上で罪を赦す権威を持っていることを示すためです。 

                   ［ルカ５：１８〜２６］ 

 

 

９. パリサイ派とはなんですか。 

ユダヤ教の一派です。彼らは、律法の行いによって救いを得ようとしました。 

    ［マタイ２３、ヨハネ９：４０〜１０：１８；マタイ５：２０］ 

 

 

１０. 主イエスさまは、自分たちが義であると自分自身を信じていた人々に、何と言われま 

   したか。 

 「わたしは正しい人を招くためではなく、罪人を招くために来たのです。」 

                       （マルコ２：１７） 

 

 

 

 

追加暗唱聖句：ローマ ８：１０ 

 

10 もしキリストがあなたがたのうちにおられるなら、からだは罪のゆえに死んでいても、

霊が、義のゆえに生きています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 ７ 課 

 

安息日論争と山上の説教 

 
マタイ５章〜７章；マルコ２章、ヨハネ５章 

 
 

⒈ 主がベテスダの池で病気の人をいやされた出来事において、重要な点は何ですか。 

その日が安息日だったことです。［ヨハネ５：９］ 

 

 

２. 主がその人を安息日にいやされたことの目的は何でしたか。 

主は、安息日を守ることの本当の意味を話す機会を求めておられました。 

                   ［ヨハネ５：１６〜２３］ 

 

 

⒊ 主はユダヤ人が告発したように、安息日を破られたのですか。 

いいえ、主は神さまの働きをなさることによって安息日を守られました。 

                   ［ヨハネ５：１６〜２３］ 

 

 

４. ユダヤ人はなぜ主イエスさまを憎み、反対したのですか。 

主がご自分は神の子だとおっしゃって、神さまと等しいものとされたからです。 

                         ［ヨハネ５：１８］ 

 

 

５. このころ、主はだれを選ばれましたか。 

ご自分の十二弟子を選ばれ、使徒と呼ばれました。［ルカ６：１２〜１６］ 

 

 

６. この最初のガリラヤ巡回の終わりに近づいて、主がくださった大切な教えは何でした 

   か。 

山上の説教の中で話された、天の御国についての教えです。［マタイ５〜７］ 

 

 

７. 山上の説教の、主題は何でしたか。 

霊的であり、また天のものである、神さまの御国です。［例 マタイ５：３〜２０］ 

 

 

 



８. この説教で、主イエスさまは最初に何について話されましたか。 

 御国の真実の市民とその召しについて説明されました。［例 マタイ５：３〜１１］ 

 

 

９. 御国の義について、主は何と言われていますか。 

「もしあなたがたの義が、律法学者やパリサイ人の義にまさるものでないなら、あなた

がたは決して天の御国に、はいれません。」（マタイ５：２０） 

 

 

１０. 御国の市民はどのようなことに召されていますか。 

 富ではなく、まず御国とその報いを求めることです。 

           ［マタイ６：２４〜３４］ 

 

 

 

 

追加暗唱聖句：ローマ ８：１１ 

 

11 もしイエスを死者の中からよみがえらせた方の御霊が、あなたがたのうちに住んでおら

れるなら、キリスト・イエスを死者の中からよみがえられた方は、あなたがたのうちに住

んでおられる御霊によって、あなたがたの死ぬべきからだをも生かしてくださるのです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 ８ 課 

 

主の二回目のガリラヤ巡回の旅 

 
ルカ７：１９〜３５、８：４１〜５６ 

 
 

１．バプテスマのヨハネは、なぜ主イエスさまに使いを送って、この方がキリストであられる 

  のかを尋ねたのですか。 

救い主の前を先立って行く者としての自分の役割が確かに果たされたという主の保証を

確認したかったからです。［マタイ１１：１〜３］ 

 

 

２. 主はヨハネの弟子たちに、何とお答えになりましたか。 

ご自分が確かに約束された救い主であることを証明する、すべての力ある奇跡と教えの

ことを彼らに思い出させられました。［マタイ１１：４〜５］ 

 

 

３．ヨハネの教えを聞いても悔い改めず、そしてそのあとも悔い改めなかった多くの人々に、 

  主イエスさまは何と言われましたか。 

 

言い訳ばかりしていて、彼らの罰はソドムとゴモラの罰よりも重いであろうとおっしゃ

いました。［マタイ１１：２０〜２４］ 

 

 

４. 主を信じる者もいれば、信じない者もいるのはなぜですか。 

神さまは御国のことを、賢い者や知恵のある者には隠して、幼子たちにあらわしてくだ

さるからです。［マタイ１１：２５〜２７］ 

 

 

５. たとえとは何ですか。 

たとえとは、天の御国のことを分からせるために、地上の例を用いて説明することで

す。［マタイ１３：１０〜１７］ 

 

 

６. たとえはなぜ、天の御国のことを分からせることができるのですか。 

神さまは天上のことを表すものとして、地上のものを造られたからです。 

［例 創世記１：１４；４９：９；黙示録５：５；マラキ４：２；黙示録２２：１６］ 

 

 

 



７. すべての人が天の御国のことをきちんと理解しなくてはいけないのはなぜですか。 

悪い者には言い訳の余地が無いように、また信じる者はさらにその信仰が強められるた

めです。［マタイ１３：１１〜１５］ 

 

 

８. このころに起きた注目すべき奇跡は何でしたか。 

主イエスさまがヤイロの娘を死者の中から生き返らせました。 

    ［マタイ９：２０〜２６；ルカ８：４１〜５６］ 

 

 

９. ヤイロの娘がよみがえった結果、何が起こりましたか。 

「このうわさはその地方全体に広まった。」（マタイ９：２６） 

 

 

１０. 二度目のガリラヤでのお働きは、どこで終わりましたか。 

 ナザレです。そこで主は再び拒絶されました。［マタイ１３：５３〜５８］ 

 

 

 

 

 

追加暗唱聖句：ローマ ８：１２〜１３ 

 

12 ですから、兄弟たち。私たちは、肉に従って歩む責任を、肉に対して負ってはいませ

ん。13 もし肉に従って生きるなら、あなたがたは死ぬのです。しかし、もし御霊によっ

て、からだの行ないを殺すなら、あなたがたは生きるのです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 ９ 課 

 

主の三回目のガリラヤ巡回の旅 

 
マルコ６：３５以下、ヨハネ６章 

 
 

⒈ 三回目のガリラヤ巡回の旅の始まりの特徴は何でしたか。 

主はイスラエルの家の失われた羊のところに、十二人の使徒を送られました。 

                         ［マタイ１０］ 

 

 

２. この時、主は何を聞きましたか。 

バプテスマのヨハネが牢で首をはねられた、ということです。 

              ［マタイ１４：３〜１２］ 

 

 

⒊ カペナウムの近くで、主はどんな奇跡を行われましたか。 

五つのパンと二匹の魚で、女と子供のほかに、五千人の男たちに食べさせました。 

                        ［ヨハネ６：１〜１３］ 

 

 

４. 五千人に食べさせるという奇跡を行われた結果、何が起こりましたか。 

群衆は熱狂して、主をむりやり自分たちの地上の王にしようとしました。 

                      ［ヨハネ６：１５］ 

 

 

５. ご自分を王にしようとした人々に、主イエスさまは何と言われましたか。 

ご自分がいのちのパンであり、ご自分の御国はこの世のものではない、ということで

す。［ヨハネ６：３０〜４０］ 

 

 

６. 群衆は、いのちのパンである主を望みましたか。 

いいえ、多くの人々が離れ去って行き、もう主と共に歩きませんでした。 

                      ［ヨハネ６：６６］ 

 

 

７. 多くの人々がご自分を拒絶した事実を、主はどのように説明されましたか。 

「わたしを遣わした父が引き寄せられないかぎり、だれもわたしのところに来ることは

できません」と言われました。（ヨハネ６：４４） 



８. このように拒絶された後、主イエスさまはどこに行かれましたか。 

ガリラヤを去って、ツロとシドンの地方に行かれ、スロ・フェニキアの女の娘をいやさ

れました。［マタイ１５：２１〜２８］ 

 

 

９. 主は、このシドンの訪問によって、ご自分の弟子たちに何を教えたのですか。 

イスラエルが主を拒絶した後、異邦人の中からご自分の民を集められる、ということで

す。［マタイ１５：２８；ローマ１１］ 

 

 

１０. ペテロが、ピリポ・カイザリヤでした注目すべき告白とは何ですか。 

「あなたは、生ける神の御子キリストです。」（マタイ１６：１６） 

 

 

 

 

追加暗唱聖句：ローマ ８：１４〜１６ 

 

14 神の御霊に導かれる人は、だれでも神の子どもです。15 あなたがたは、人を再び恐怖

に陥れるような、奴隷の霊を受けたのではなく、子としてくださる御霊を受けたのです。

私たちは御霊によって、「アバ、父」と呼びます。16 私たちが神の子どもであることは、

御霊ご自身が、私たちの霊とともに、あかししてくださいます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 １０ 課 

 

主イエスさまの変貌
へんぼう

 

 
マタイ１６：１８；マルコ８章〜９章；ルカ９章 

 
 

⒈ ペテロの告白の後、主イエスさまはご自分のお弟子たちに何を教え始められましたか。 

ご自分が受ける苦しみと死について、弟子たちに教え始められました。 

                  ［マタイ１６：２１〜２３］ 

 

 

２. 主によると、真の弟子であることの特徴は何ですか。 

自分を捨て、自分の十字架を負い、そして主について行かなくてはいけません。 

                        ［マタイ１６：２４］ 

 

 

⒊ 主イエスさまの三度目のガリラヤ巡回の旅が終わりに近づいたとき、どんな出来事が起こ 

  りましたか。 

 

山の上で三人の弟子たちの目の前で、御姿が変わられました。［マタイ１７：１〜８］ 

 

 

４. モーセとエリヤがその山に現れたのはなぜですか。 

彼らは、律法と預言者によって告げられていた主の死とよみがえりのことを、主にお話

ししたのです。［マタイ１７：３；ルカ９：３０〜３１］ 

 

 

５. この変貌は、主にとってどのような意味があったのですか。 

それは、主が苦しみと死の後で受けられる栄光の前触れでした。 

         ［ピリピ２：６〜１１；ヘブル１：３］ 

 

 

６. 変貌は、弟子たちにとって、どのような目的があったのですか。 

主のご栄光の目撃者として、後にあかしすることができるようになることです。 

                    ［ペテロ第二１：１６〜１８］ 

 

 

７. 変貌の後の主イエスさまの態度はどのようなものしたか。 

エルサレムに行こうとして御顔をまっすぐ向けられました。［ルカ９：５１］ 



８. エルサレムでの祭りに行く途中で、主はどんな奇跡を行われましたか。 

十人のらい病人をいやされましたが、そのうちの一人はサマリヤ人で、彼だけが感謝を

表しました。［ルカ１７：１１〜１６］ 

 

 

９. 主イエスさまは、仮庵の祭りの最後の日に何をなさいましたか。 

「だれでも渇いているなら、わたしのもとに来て飲みなさい」と大声で言われました。 

                            （ヨハネ３：３７） 

 

 

１０. このころのユダヤ人たちの主への態度はどのようなものでしたか。 

 何度か主を殺そうとしましたが、主の時がまだ来ていなかったので、そうすることが 

 できませんでした。［ヨハネ７：３０；８：２０］ 

 

 

 

 

追加暗唱聖句：ローマ ８：１７ 

 

17 もし子どもであるなら、相続人でもあります。私たちがキリストと、栄光をともに受け

るために苦難をともにしているなら、私たちは神の相続人であり、キリストとの共同相続

人であります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 １１ 課 

 

ラザロのよみがえり 

 
ヨハネ９章〜１１章 

 
 

⒈ イエスさまがエルサレムで行われた奇跡がきっかけで、パリサイ人が調査を始めることに 

  なったその素晴らしい奇跡は何でしたか。 

生まれつき盲目だった男をいやされました。［ヨハネ９章］ 

 

 

２. 主は宮で、ご自分についてどのように宣言されましたか。 

ご自分は良い牧者であり、ご自分の羊を愛し、彼らのためにいのちを捨てる、というこ

とです。［ヨハネ１０：１〜１５］ 

 

 

⒊ なぜ邪悪なユダヤ人たちは、主イエスさまを信じることができなかったのですか。 

彼らがイエスさまの羊に属していなかったので信じられなかったのです。 

                  ［ヨハネ１０：２２〜３１］ 

 

 

４. エルサレムのユダヤ人たちが主を殺そうとした後、主はどこに行かれましたか。 

ヨルダン川の向こう側のぺレアに行かれました。そこで主は人々にたとえで教えられま

した。［ヨハネ１０：３９〜４２；ルカ１３：２２；ルカ１５］ 

 

 

５. 主イエスさまがぺレアで教えられた、注目すべきたとえ話をいくつかあげてください。 

金持ちの愚か者のたとえ、迷子になった羊のたとえ、なくなった銀貨のたとえ、そし

て、放蕩息子のたとえです。［ルカ１２章、１５章］ 

 

 

６. 主はなぜユダヤに戻られたのですか。 

死んで４日もたっていたラザロをよみがえらせるために戻られました。 

                  ［ヨハネ１１：１〜１７］ 

 

 

 

 

 

 



７. ラザロをよみがえらせたことは、なぜ主イエスさまの奇跡の中で一番偉大なものだったの 

  ですか。 

主ご自身がマルタに、ご自分の言葉でこう言われました。「わたしは、よみがえりで

す。いのちです。わたしを信じる者は、死んでも生きるのです。」 

                  （ヨハネ１１：２５） 

 

 

８. ラザロをよみがえらせたことは、ユダヤ人にどのような影響を与えましたか。 

最高法院は、主を殺すための計画を立てました。［ヨハネ１１：４６〜５３］ 

 

 

９. 最高法院の計画に対する主イエスさまの、反応はどうでしたか。 

もはやユダヤ人たちの間を公然と歩くことをしないで、エフライムという町に退かれま

した。［ヨハネ１１：５４］ 

 

 

１０. 主はなぜユダヤ人たちを避けられたのですか。 

ご自分の時が、まだ来ていなかったからです。                                                           

［例 ヨハネ２：４；７：３０；８：２０；１７：１；１８：１〜３］ 

 

 

 

 

追加暗唱聖句：ローマ ８：１８ 

 

18 今の時のいろいろの苦しみは、将来私たちに啓示されようとしている栄光に比べれば、 

  取るに足りないものと私は考えます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 １２ 課 

 

エフライムからエルサレムへ 

 
ルカ１８章〜２０章、ヨハネ１２章 

 
 

⒈ 主イエスさまがエフライムで教えられたたとえ話をいくつかあげてください。 

不正な裁判官、パリサイ人と取税人、そしてぶどう園の農夫たちのたとえです。 

               ［ルカ１８：１〜１４；２０：９〜１８］ 

 

 

２. 永遠のいのちを探し求めていた金持ちの若い役人に、主は何とお答えになりましたか。 

「帰って、あなたの持ち物を売り払って貧しい人たちに与えなさい。そうすれば、あな

たは天に宝を積むことになります。そのうえで、わたしについて来なさい。」 

                       （マタイ１９：２１） 

 

 

⒊ 主はこのころ、ご自分の苦難について、何を強調しておられましたか。 

その時がとても近づいていると宣言されました。 

［ルカ１８：３１〜３３；ヨハネ１２：７〜８、２３、３５〜３６］ 

 

 

４. 主イエスさまが苦しみを受け死なれることを弟子たちに伝えると、弟子たちはどのように 

  反応しましたか。 

彼らは地上の王国を待ち望んでいたので、主が苦しみを受け死ななければならないこと

を理解することができませんでした。［ルカ１８：３１〜３４］ 

 

 

５. 主は、エルサレムに行く途中で、どのような奇跡を行われましたか。 

エリコのそばで、盲人のバルテマイをいやされました。 

［マルコ１０：４２〜５６；ルカ１８：３５〜４３］ 

 

 

６. 主はなぜザアカイの家を訪ねられたのですか。 

アブラハムのこの真の子供の家に救いをもたらすためです。［ルカ１９：１〜１０］ 

 

 

 

 



７. 主はいつベタニヤに到着されたのですか。 

主が弟子たちとともに祝われる最後の過越の祭りの六日前の金曜日です。 

                      ［ヨハネ１２：１］ 

 

 

８. 主イエスさまと弟子たちは、だれの家で食卓についていましたか。 

ツァラアトに冒された人シモンの家です。マリヤ、マルタ、ラザロも一緒でした。 

                        ［マルコ１４：１〜５］ 

 

 

９. マリヤはこの食卓で、どのように主への信仰を表しましたか。 

主がそのお働きを始められた時に、無名の女が主の御足にしたのと同じように、高価な

油を主のからだに注がれました。［参照 マタイ２６：１２；ルカ７：３６以下］ 

 

 

１０. 主はこの愛の行為を、どのように説明されましたか。 

 彼女は自分の埋葬の用意のために、このことをしてくれた、と言われました。 

            ［マルコ１４：６〜９；ヨハネ１２：７〜８］ 

 

 

 

 

追加暗唱聖句：ローマ ８：１９〜２０ 

 

19 被造物も、切実な思いで神の子どもたちの現われを待ち望んでいるのです。20 それ

は、被造物が虚無に服したのが自分の意志ではなく、服従させた方によるのであって、望

みがあるからです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 １３ 課 

 

受難週 

 
マタイ２１章；マルコ１１章；ルカ１９章、ヨハネ１３章 

 
 

⒈ 主イエスさまがエルサレムに王としてお入りになったのは、何のしるしでしたか。 

王である主がご自分の御国に、へりくだったしもべとして入られる、ということです。 

      ［マタイ２１：１〜７；ルカ１９：２９〜３５；ゼカリヤ９：９］ 

 

 

２. 二度目の宮きよめは、なぜ重要なのですか。 

主が、神の霊的な家をすべての罪からきよめるために来られた、ということのしるしだ

からです。［ルカ１９：４５〜４６；マルコ１１：１６〜１７；イザヤ９：６〜７］ 

 

 

⒊ 主が十字架にかかられる前の火曜日が重要なのはなぜですか。 

その日は主が公けに働かれた最後の日だったからです。主のご再臨と最後の審判につい

てたくさん話されました。［ルカ２１：５〜３７；参照 マタイ２４：４〜２５：１３］ 

 

 

４. 水曜日には何が起こりましたか。 

主はご自分の弟子たちにだけ教えられました。一方、ユダは祭司長たちと、主を裏切る

ためのたくらみを企てました。［マタイ２６：１〜２、１４〜１６；マルコ１４：１０

〜１１；ルカ２２：１〜６］ 

 

 

５. 最後の晩餐で、主が弟子たちの足を洗われたことの意味は何でしたか。 

 

主がご自分を低くされて、しもべとしてご自分の民をご自分の血で洗われることのしる

しでした。［ヨハネ１３：２〜２０；黙示録１：５〜６；ピリピ２：６〜７］ 

 

 

６. 主イエスさまが弟子たちの足を洗うことによって私たちに何を教えてくださったのです 

   か。 

 

私たちは主イエスさまの血で洗われたのであるから、互いに仕え合わなければならな

い、ということです。［ヨハネ１３：１４］ 

 

 

 



７.  このころ主の敵たちは、主を公けの場で殺そうとしていましたか。 

 

いいえ、祭りの日ではない時に、主をこっそりと殺すつもりでした。 

                                                       ［マタイ２６：３〜５］ 

 

 

８. 主イエスさまは、どのようにしてユダヤ人たちがすぐに行動するようにされたのですか。 

 

「あなたがしようとしていることを、今すぐしなさい」とおっしゃって、ユダを去らせ

ました。（ヨハネ１３：２７） 

 

 

９. 主はユダを去らせた後、何をされましたか。 

 

主の晩餐という礼典を制定されました。［マタイ２６：２６〜２８］ 

 

 

１０. この礼典は何のしるしですか。 

 

 裂かれたパンと注がれたワインは、主の砕かれたからだと流された血のしるしです。  

                     ［コリント第一１１：２３〜２６］ 

 

 

 

 

追加暗唱聖句：ローマ ８：２１〜２２ 

 

21 被造物自体も、滅びの束縛から解放され、神の子どもたちの栄光の自由の中に入れら

れます。22 私たちは、被造物全体が今に至るまで、ともにうめきともに産みの苦しみを

していることを知っています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 １４ 課 

 

主イエスさまの逮捕と裁判 

 
マタイ２６章；マルコ１４章〜１５章；ルカ２２章〜２３章、ヨハネ１８章〜１９章 

 
 

⒈ 主イエスさまはゲツセマネで何を祈られましたか。 

 

「わが父よ。できますならば、この杯をわたしから過ぎ去らせてください。しかし、わ

たしの願うようにではなく、あなたのみこころのように、なさってください。」 

                        （マタイ２６：３９） 

 

 

２. 主は、どのようにして敵がご自分をつかまえる力がまったくないことを示されましたか。 

 

主を捕らえるために出てきた一隊を、ご自分の力あることばで地に倒されました。 

                       ［ヨハネ１８：１〜１２］ 

 

 

⒊ 主イエスさまは、逮捕された後、最初にだれのところに連れて行かれましたか。 

 

元大祭司で、カヤパのしゅうとであったアンナスのところです。 

           ［ヨハネ１８：１３；１９〜２４］ 

 

 

４. 主を裁判にかけたユダヤの最高法院はその邪悪さを、どのようにあらわしましたか。 

 

主を訴えるために偽証者を求めていました。［マタイ２６：５９］ 

 

 

５. 最高法院は、最後に何を根拠に主を有罪としましたか。 

 

ご自分がキリストであり、生ける神のひとり子である、という主ご自身の証言です。 

                       ［マタイ２６：６３〜６６］ 

 

 

６. 最高法院による主イエスさまへの有罪判決が、非常に邪悪なことであったのはなぜです 

  か。 

 

彼らがキリストである主を拒絶したことをはっきりと示したからです。 

                 ［マタイ２６：６５〜６８］ 

 

 



７. ユダヤ人の前で行われた裁判の間、主の苦しみに、さらに苦しみを加えたのは何でした 

   か。 

 

一番信頼していた弟子の一人、ペテロによって否定されたことです。 

                 ［ルカ２２：５４〜６２］ 

 

 

８. 主の裁判で、ピラトの態度はどのようなものでしたか。 

 

ピラトは恐れていました。特に、主が無罪であったことを知っていたからです。 

                     ［マタイ２７：１１〜２５］ 

 

 

９. 主が無罪であることを知っていながら、ピラトはなぜ主イエスさまを死刑に定めたのです 

   か。 

 

民衆を恐れ、カイザルとの友好関係を望んでいたからです。 

                                                     ［ルカ２３：１〜２５］ 

 

 

１０. 主の裁判全体における神さまの目的は何でしたか。 

 

 主は無罪でありながら、死刑に定められたことを証明することです。 

   ［ルカ２３：１４、２０〜２２；ヨハネ１８：２８〜４０］ 

 

 

 

 

追加暗唱聖句：ローマ ８：２３ 

 

23 そればかりでなく、御霊の初穂をいただいている私たち自身も、心の中でうめきなが

ら、子にしていただくこと、すなわち、私たちのからだの贖われることを待ち望んでいま

す。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 １５ 課 

 

カルバリ 

 
マタイ２７章；マルコ１５章；ルカ２３章、ヨハネ１９章 

 
 

⒈ 主イエスさまは、すべての人を救うために死なれたのですか。 

 

いいえ、御父がイエスさまに与えた羊のためだけに、ご自分の命を捨てられたのです。  

                 ［ヨハネ１０：１１、１５、２７〜２９］ 

 

 

２. 主は、なぜ十字架の死を遂げられたのですか。 

 

十字架の死はのろわれた死であり、主イエスさまは私たちののろいをご自分の身に受け

られたからです。［ガラテヤ３：１３；申命記２１：２３］ 

 

 

⒊ なぜ私たちののろいを、主イエスさまがお受けになることが必要だったのですか。 

 

私たちの罪のための支払いをし、私たちのために永遠の命を獲得するためです。 

   ［ヘブル９：１１〜２２；ローマ３：２５；５：１、６〜２１］ 

 

 

４. 主が私たちの罪のためにすすんで死んでくださったことは、どのようにして分かるのです 

   か。 

 

十字架に釘付けにされてまもなく、こう祈られました。「父よ。彼らをお赦しくださ

い。彼らは、何をしているのか自分でわからないのです」（ルカ２３：３４）。 

 

 

５. 十字架上の主の苦しみに、さらに苦しみを加えたのは何でしたか。 

 

主を見たすべての人があざけり、ばかにしたことです。 

    ［マタイ２７：２６〜３１、３４〜４４］ 

 

 

 

 

 

 

 

 



６. 主イエスさまとともに十字架につけられた二人の犯罪人について、何と書いてあります 

   か。 

 

二人とも主をあざけりましたが、最後には一人は悔い改め、キリストが御国で自分を思

い出してくださるように祈り求めました。 

                 ［マタイ２７：４４；ルカ２３：３９〜４３］ 

 

 

７. 暗闇の三時間の間に何が起こりましたか。 

 

ご自分の民の罪のために、主は地獄の苦しみを味わわれました。 

              ［マタイ２７：４５〜４６］ 

 

 

８. イエスさまが十字架につかれてから六番目に発せられた「完了した」ということばは、ど 

   ういう意味ですか。 

 

主イエスさまが聖書のことばを成就し、御父が与えられたすべての御業を成し遂げられ

た、という意味です。［ヨハネ４：３４；１７：４；エペソ２：１４〜１７］ 

 

 

９. 主イエスさまはさらに、ご自分のわざを完了されたことをどのように示されましたか。 

 

死なれる時に、迷うことなくご自分の霊を御父の御手にゆだねられました。 

                       ［ルカ２３：４６］ 

 

 

１０. 神さまは主のお働きが完了したことを、どのように示されましたか。 

 

 神殿の幕が上から下まで真二つに裂けました。地が揺れ動き、多くの聖徒たちの墓が 

 開きました。［マタイ２７：５０〜５３］ 

 

 

 

 

追加暗唱聖句：ローマ ８：２４〜２５ 

 

24 私たちは、この望みによって救われているのです。目に見える望みは、望みではあり

ません。だれでも目で見ていることを、どうしてさらに望むでしょう。25 もしまだ見て

いないものを望んでいるのなら、私たちは、忍耐をもって熱心に待ちます。 

  

 

 

 

 



第 １６ 課 

 

 イエスさまのよみがえりと昇天  

 
マタイ２８章；マルコ１６章；ヨハネ２０章〜２１章、ルカ２４章 

 
 

⒈ 主イエスさまがよみがえられた朝早く、何が起こりましたか。 

 

地震が起こり、主の使いが墓の入り口から石をわきへころがしました。 

                   ［マタイ２８：１〜８］ 

 

 

２. 御使いはなぜ石をわきへころがしたのですか。 

 

空になった墓が、主のからだのよみがえりを証しするようになるためです。 

           ［マタイ２８：５〜８；マルコ１６：３〜８］ 

 

 

⒊ 亜麻布は、キリストのよみがえりをどのように証明しましたか。 

 

亜麻布はキリストのからだに巻かれてあったときと全く同じように置いてありました。 

                           ［ヨハネ２０：１〜９］ 

 

 

４. 主イエスさまのよみがえりが私たちに証明していることは何ですか。 

 

イエスさまが私たちの罪のための支払いを完全に済ませてくださったことと、死と墓の

力を打ち破ってくださったことです。［ローマ４：２５；ヘブル２：１４〜１５］ 

 

 

５. よみがえられた後の４０日間、主は何をなさいましたか。 

 

ご自分の弟子たちに何度も現われ、神の御国のことについて教えられました。 

［例 マタイ２８：８〜１０；ルカ２４：１３〜３１、３３〜３４； 

  コリント第一１５：３〜６；使徒１：３］ 

 

 

６. よみがえられた主が何度も現れられたことは、どのような目的を果たしていますか。 

 

主のよみがえりの、確実な証拠となり、また、今や週の最初の日に安息を守らなくては

ならないことを示しました。 

［例 使徒１：３；ヨハネ２０：１〜３、１０、１９；使徒２０：７； 

  コリント第一１６：２；黙示録１：１０］ 



７. 主イエスさまは、よみがえられて４０日後、何をなさいましたか。 

 

ご自分の弟子たちの目の前で、そのおからだが天に昇っていかれました。 

                 ［使徒１：１〜３、９〜１１］ 

 

８. 主の昇天の重要性は何ですか。 

 

主が神の右の座につかれ、天においても、地においても、いっさいの権威を持っておら

れることです。［マタイ２８：１８］ 

 

 

９. 主は天で、私たちのために何をしてくださっているのですか。 

 

私たちのためにとりなしをしていてくださり、みことばと御霊によって私たちを治めて

いてくださいます。 

［ローマ８：３４；ヘブル９：１２、２４；エペソ１：２０〜２３］ 

 

 

１０. 主イエスさまは、いつ戻って来られるのですか。 

 

 世の終わりの時に大いなる力と栄光を帯びて戻って来られます。 

     ［マタイ２４：３０；２５：３１；ルカ９：２６； 

      ウェストミンスター大教理問答５６］ 

 

 

 

 

追加暗唱聖句：ローマ ８：２６ 

 

26 御霊も同じようにして、弱い私たちを助けてくださいます。私たちは、どのように祈

ったらよいかわからないのですが、御霊ご自身が、言いようもない深いうめきによって、

私たちのためにとりなしてくださいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 １７ 課 

 

五旬節(ペンテコステ) 

 
使徒２章 

 
 

⒈ 使徒の働きは、なぜ主イエス・キリストの昇天から始まるのですか。 

 

主の昇天は、高く上げられた主が引き続き、ご自分の使徒たちを通して、語り続け行い

続ける事柄を物語っているからです。 

［エペソ４：１０〜１２；コリント第二８：２３；１２：１２；ヘブル２：３〜４］ 

 

 

２. 五旬節に何が起こりましたか。 

 

教会に聖霊が注がれました。 

［使徒２：１、１６〜１８；ヨエル２：２８〜２９］ 

 

 

⒊ 聖霊の注ぎに、どのようなしるしが伴いましたか。 

 

激しい風が吹いてくるような響き、炎のような分かれた舌、人々が他国のことばで話し

始めたことです。［使徒２：１〜４］ 

 

 

４. 激しい風の吹いてくる音は、何のしるしでしたか。 

 

信じる人々の心に働く、抵抗できない、不思議な聖霊の働きです。 

          ［使徒２：２〜４；ヨハネ３：３〜８］ 

 

 

５. 炎のような分かれた舌は、何を表していますか。 

 

信じる人々を罪からきよめ、神に仕えるために聖別する聖霊の力です。 

      ［使徒２：３；マタイ３：１１；ペテロ第一１：７］ 

 

 

 

 

６. 他国のことばで話すことの意味は何ですか。 

 

今や福音がすべての国々にのべ伝えられる、ということです。 

            ［使徒２：１４〜２１、３９］ 



７. ペテロは五旬節の出来事を、どのように説明しましたか。 

 

人々が見たり聞いたりしていることは、ヨエルの預言の成就であると宣言しました。 

                            ［使徒２：１６］ 

 

 

 

８. ペテロは、彼の説教を聞いて心を刺された人々に何と言って戒めましたか。 

 

「悔い改めなさい。そして、それぞれ罪を赦していただくために、イエス・キリストの

名によってバプテスマを受けなさい。そうすれば、賜物として聖霊を受けるでしょ

う。」（使徒２：３８） 

 

 

９. ペテロの説教は、どのような実を結びましたか。 

 

三千人ほどが悔い改め、教会に加えられました。［使徒２：４１］ 

 

 

１０. ペテロは彼らに、どのような慰めのことばをかけましたか。 

 

「この約束は、あなたがたと、その子どもたち、ならびにすべての遠くにいる人々、す

なわち私たちの神である主がお召しになる人々に与えられているからです。」 

                         （使徒２：３９） 

 

 

 

 

追加暗唱聖句：ローマ ８：２７ 

 

27 人間の心を探り窮める方は、御霊の思いが何かをよく知っておられます。なぜなら、

御霊は、神のみこころに従って、聖徒のためにとりなしをしてくださるからです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 １８ 課 

 

迫害と成長 

 
使徒３章〜6章 

 
 

⒈ 主はどのようにしてエルサレムの教会を成長させてくださったのですか。 

 

使徒たちの教えと奇跡によってです。 

［使徒２：４７b；３：１〜８；５：４０〜４２など］ 

 

 

２. 使徒たちの記録に残っている最初の奇跡は何でしたか。 

 

宮の門で、足のきかない乞食をいやしたことです。［使徒３：１〜１１］ 

 

 

⒊ 足のきかない乞食をいやした奇跡が重要なのはなぜですか。 

今やキリストが、使徒たちを通してしるしや不思議なわざを行われていることを示した

からです。［使徒５：１２；ヘブル２：４］ 

 

 

４. 足のきかない乞食をいやした奇跡の結果、何が起こりましたか。 

 

使徒たちの教えによって、男五千人ほどが信じました。［使徒４：４］ 

 

 

５. 足のきかない乞食をいやした奇跡に対して、ユダヤ人はどのように反応しましたか。 

 

ペテロの教えに困り果て、ペテロとヨハネを牢に入れました。 

               ［使徒３：１２〜４：３］ 

 

 

６. ペテロとヨハネは、主イエスさまの名によって教えてはいけない、と命じられたとき、何 

  と答えましたか。 

 

「私たちは、自分の見たこと、また聞いたことを、話さないわけにはいきません。」 

                            （使徒４：２０） 

 

 

 

 

 



７. 何が教会全体に非常な恐れを生じさせたのですか。 

 

聖霊を欺いた罪のために、アナニヤとサッピラが死んだことです。 

                  ［使徒５：１〜１１］ 

 

 

８. どのようなことが、最高法院による使徒たちの二度目の投獄につながったのですか。 

 

使徒たちが主イエスさまの名によって教えたり奇跡を行なうことを続けたので、最高法

院が怒ったのです。［使徒５：１７〜２９］ 

 

 

９. 議会の前で使徒たちが問いただされた結果、どうなりましたか。 

 

使徒たちはむちで打たれ、イエスの名によって語ってはならないと言い渡されたうえで

釈放されました。［使徒５：３８〜４０］ 

 

 

１０. 使徒たちはこの迫害をどのように受け止めましたか。 

 

 主のために苦しむに値する者とされたので喜びました。［使徒５：４０〜４２］ 

 

 

 

 

追加暗唱聖句：ローマ ８：２８ 

 

28 神を愛する人々、すなわち、神のご計画に従って召された人々のためには、神がすべ

てのことを働かせて益としてくださることを、私たちは知っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第 １９ 課 

 

教会、エルサレムから広がる 

 
使徒６章〜８章 

 
 

⒈ 教会の迫害が広がり始まるころの、重要な出来事は何でしたか。 

 

最初の執事の一人であった、ステパノの殉教です。［使徒７：５９〜８：１］ 

 

 

２. ステパノは、なぜ逮捕されたのですか。 

 

あるギリシャ系ユダヤ人たちがステパノの教えを嫌い、また議論で対抗することができ

なかったからです。［使徒６：８〜１０］ 

 

 

⒊ ユダヤの最高法院は、どのような邪悪なやり方で、ステパノを裁判にかけましたか。 

 

ステパノを冒瀆の罪に定めるために、偽りの証人たちを立てました。 

                  ［使徒６：１１〜１５］ 

 

 

４. ユダヤ人の議会は、なぜステパノを石打ちにしたのですか。 

 

ステパノが議会を、主イエスさまを裏切る者殺す者だと、責めたからです。 

                     ［使徒７：５１〜５２］ 

 

 

５. ステパノが死んだ直後に、何が起こりましたか。 

 

エルサレムの教会に対する激しい迫害が起こりました。［使徒８：１］ 

 

 

６. 教会に対するこの迫害はどのような結果をもたらしましたか。 

 

信者たちは、ユダヤとサマリヤ、またアンテオケとキプロスにまで散らされました。 

                    ［使徒９：１；１１：１９〜２０］ 

 

 

 

 



７. この迫害によって、教会にどのような益がありましたか。 

 

福音が、外国に散らされた人々によって、至る所で述べられました。［使徒８：４］ 

 

 

８. サマリヤで働いていたのはだれでしたか。 

 

伝道者ピリポ、そして、それに続いたのがヨハネとペテロです。［使徒８：５〜１４］ 

 

 

 

９. 主の御使いは、ピリポをだれのところに送りましたか。 

 

エルサレムから自分の家に戻る途中だったエチオピヤ人の宦官のところです。 

                       ［使徒８：２６〜４０］ 

 

 

１０. ピリポがエチオピヤ人の宦官に教えた結果、どうなりましたか。 

 

 宦官は信じ、バプテスマを受け、喜びながら帰って行きました。 

                 ［使徒８：３６〜４０］ 

 

 

 

 

追加暗唱聖句：ローマ ８：２９ 

 

29 なぜなら、神は、あらかじめ知っておられる人々を、御子のかたちと同じ姿にあらか

じめ定められたからです。それは、御子が多くの兄弟たちの中で長子となられるためで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 ２０ 課 

 

福音が異邦人へ 

 
使徒９章〜１０章 

 

 

1.    五旬節の聖霊の注ぎの結果、結んだ実の一つは何でしたか。 

 

福音が、ユダヤ人だけでなくすべての国々に宣べ伝えられたことです。 

                      ［使徒２：３９］ 

 

 

２.  どんな出来事を通して、主は、福音が異邦人にも宣べ伝えられるための準備をされまし 

    たか。 

 

パウロの回心、ペテロのヨッパでの幻、そしてコルネリオの救いです。 

             ［使徒９：３〜１８；１０：８〜３５］ 

 

 

 3.   神さまは、異邦人への使徒としてだれを召されましたか。 

 

タルソのサウロです。教会迫害の指導者でした。［使徒９：１〜２、１５］ 

 

 

４. サウロは、どのようにして使徒になるように召されたのですか。 

 

クリスチャンを迫害するためにダマスコに向かっている途中、キリストが彼に現れまし

た。［使徒９：１〜３１］ 

 

 

５. サウルはどのようにして、異邦人への宣教師としての働きのために整えられたのですか。 

 

主が彼に、アラビアで福音を明らかにしてくださいました。［ガラテヤ１：１７］ 

 

 

６. サウロが回心したころ、何が起こっていましたか。 

 

迫害がやみ、ペテロが色々な教会を訪ねて回り、励ましていました。［使徒９：３１］ 

 

 

 

 

 



７. ペテロがヨッパで見た、汚れた動物の幻の意味は何でしたか。 

 

神さまが彼に、福音は異邦人にも宣べ伝えられなくてはならない、と示されたのです。 

               ［使徒１０：１５、３４〜３５；１５：６〜７］ 

 

 

８. 汚れた動物の幻を通して、ペテロは何をするように命じられたのですか。 

 

ローマの百人隊長であったカイザリヤのコルネリオのところに行って、福音を宣べ伝え

ることです。［使徒１０：１７〜３５］ 

 

 

９. ペテロがコルネリオに福音を伝えた結果はどうでしたか。 

 

コルネリオとその家の者すべてが信じて、バプテスマを受けました。 

                 ［使徒１０：４２〜４８］ 

 

 

１０. コルネリオとその家の者たちの回心について、ペテロの説明を聞いたとき、教会はどう 

   反応しましたか。 

 

 「それでは、神は、いのちに至る悔い改めを異邦人にもお与えになったのだ」と言っ 

 て、神をほめたたえました。（使徒１１：１８） 

 

 

 

 

追加暗唱聖句：ローマ ８：３０ 

 

30 神はあらかじめ定めた人々をさらに召し、召した人々をさらに義と認め、義と認めた

人々にはさらに栄光をお与えになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 ２１ 課 

 

アンテオケから送り出されたパウロとバルナバ 

 
使徒１１章〜１３章 

 
 

１． アンテオケの教会は、なぜ重要なのですか。 

 

   福音が小アジア、さらにはヨーロッパへと広がったのは、この教会から始まったからか 

   らです。[使徒１１：２０－２７；１３：１－３など] 

 

 

２. アンテオケの教会はどのように設立されましたか。 

 

   キプロス人とクレネ人が、ユダヤ人とギリシャ人に福音を宣べ伝えました。 

                        [使徒１１：１９－２１] 

 

 

３．エルサレムの教会はアンテオケの教会をどのように支えましたか。 

 

   彼らはバルナバを派遣しました。彼の説教を通して多くの人々が主に導かれました。 

                           ［使徒１１：２２］ 

 

 

４. この頃ヘロデはエルサレムの教会をどのように迫害しましたか。 

 

ヘロデは使徒ヤコブを殺し、ペテロを牢に入れました。［使徒１２：１〜３］ 

 

 

５. ヘロデはペテロも殺しましたか。 

 

いいえ、主の使いがペテロを牢から救い出しました。［使徒１２：４－１１］ 

 

 

６. ヘロデの迫害は教会の成長を妨げましたか。 

 

いいえ、神のみことばはますます盛んになり、広まって行きました。 

                 ［使徒１２：２１－２４］ 

 

 

 

 

 



７. バルナバはアンテオケに、だれを連れて来て助けましたか。 

 

バルナバはパウロを探しにタルソに行き、アンテオケでまる１年間一緒に働きました。 

                         ［使徒１１：２３〜２６］ 

 

 

８. 聖霊は、アンテオケの教会に何と言われましたか。 

 

「バルナバとサウルをわたしのために聖別して、わたしが召した任務につかせなさ 

い。」［使徒１３：２］ 

 

 

９. アンテオケの教会はパウロとバルナバを送り出すようにという命令に聞き従いましたか。 

 

はい、彼らは断食と祈りをして、ふたりの上に手を置いてから福音宣教のために送り出

しました。［使徒１３：３］ 

 

 

１０. パウロは宣教の働きにおいて、どのような方法を用いましたか。 

 

 先ずユダヤ人に、それから異邦人に宣べ伝えました。 

    [例 使徒１３:４２；４４～４６; １４：１] 

 

 

 

 

追加暗唱聖句：ローマ ８：３１〜３２ 

 

31 では、これらのことからどう言えるでしょう。神が私たちの味方であるなら、だれが

私たちに敵対できるでしょう。32 私たちすべてのために、ご自分の御子をさえ惜しまず

に死に渡された方が、どうして、御子といっしょにすべてのものを、私たちに恵んでくだ

さらないことがありましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 ２２ 課 

 

使徒パウロの最初の伝道旅行 

 
使徒１３章〜１４章 

 

 
⒈ バルナバとパウロは、宣教の働きをどこから始めましたか。 

 

バルナバの故郷である、キプロス島です。マルコと呼ばれるヨハネを連れて行きまし

た。［使徒１３：４〜５］ 

 

 

２. パポスでパウロに反対したのはだれでしたか。 

 

バルイエスです。彼は地方総督を信仰から遠ざけようとして、目が見えなくなりまし

た。［使徒１３：４〜１２］ 

 

 

３．パウロとバルナバは、キプロスからどこに行きましたか。 

 

小アジヤです。そこのペルガで、マルコと呼ばれるヨハネが一行から離れて行きまし

た。［使徒１３：１３］ 

 

 

４. ピシデヤのアンテオケで、パウロはユダヤ人に何を強調して教えましたか。 

 

よみがえられたキリストが旧約聖書の成就であった、ということです。 

                  ［使徒１３：１４〜４１］ 

 

 

５. ピシデヤのアンテオケでのパウロとバルナバの宣教の結果、どのようなことが起こりまし 

   たか。 

 

大勢の人が彼らの教えを聞きに来ましたが、ユダヤ人はねたみに燃え、反対しました。 

                         ［使徒１３：４４〜４５］ 

 

 

６. パウロとバルナバは、ユダヤ人の反対にも関わらず、どのような確信を持つことができま 

  したか。 

 

永遠のいのちに定められていた人々は、みな、信じるであろう、そして信じた、という

確信です。［使徒１３：４８］ 

 



７. パウロとバルナバがイコニオムで宣教した結果、どのような実がありましたか。 

 

とても祝福され、ユダヤ人もギリシヤ人も大ぜいの人々が信仰にはいりました。 

                           ［使徒１４：１］ 

 

 

 

８. パウロとバルナバは、なぜイコニオムを去らなくてはならなかったのですか。 

 

信じようとしないユダヤ人たちが、彼らに対して迫害が起こるようにしたからです。 

                          ［使徒１４：２〜７］ 

 

 

９. ルステラとデルベでは、パウロとバルナバに何が起こりましたか。 

 

はじめは彼らを神々として拝もうとし、その後彼らを拒絶しパウロを石打ちにしまし

た。［使徒１４：６〜２０］ 

 

 

１０. パウロとバルナバはアンテオケに戻る途中で何をしましたか。 

 

  設立された諸教会を訪ね、信仰を励まし、教会ごとに長老たちを選びました。 

                          ［使徒１４：２１〜２３］ 

 

 

 

 

追加暗唱聖句：ローマ ８：３３〜３４ 

 

33 神に選ばれた人々を訴えるのはだれですか。神が義と認めてくださるのです。34 罪

に定めようとするのはだれですか。死んでくださった方、いや、よみがえられた方である

キリスト・イエスが、神の右の座に着き、私たちのためにとりなしていてくださるので

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 ２３ 課 

 

パウロの二度目の伝道旅行 

 
使徒１６章〜１８章 

 
 

１． パウロはどのようにして二度目の伝道旅行を始めましたか。 

 

シラスを連れて、最初の伝道旅行で確立された諸教会を再び訪れました。 

                   ［使徒１５：３６〜４１］ 

 

 

２. パウロはなぜこの旅行中に、小アジヤの他の地方では教えなかったのですか。 

 

聖霊によって禁じられ、トロアスに導かれて、そこでマケドニヤ人の幻を受けたので

す。［使徒１６：６〜１０］ 

 

 

３． マケドニヤ人の幻が重要なのはなぜですか。 

 

神さまがパウロを、ピリピをはじめとしてヨーロッパにも福音を伝えるように召され

た、ということだからです。［例 使徒１６：１０〜１５］ 

 

 

４. パウロとシラスは、ピリピでどのように迫害されましたか。 

 

悪霊につかれた少女をいやしたため、むちで打たれ牢に入れられました。 

                   ［使徒１６：１６〜４０］ 

 

 

５. パウロがピリピで教えたことによって、どのような望ましいことが起こりましたか。 

 

ルデヤが信じ、看守が回心し、小さな教会が始まりました。 

              ［使徒１６：１４以下］ 

 

 

６. パウロがテサロニケで宣教したことによって、どんなことが起こりましたか。 

 

神を敬う大ぜいのギリシヤ人や貴婦人が信じましたが、邪悪なユダヤ人たちが暴動を起

こしたので、パウロはベレヤへ出発することになりました。［使徒１７：１〜１０］ 

 

 

 



７. ベレヤ人について、どんなことが書いてありますか。 

 

彼らは非常に熱心にみことばを聞き、毎日聖書を調べました。［使徒１７：１１］ 

 

 

８. パウロがアテネで教えた結果はどうでしたか。 

 

彼が死者の復活のことを話すと、ほとんどの人々があざ笑いましたが、信仰に入った人

もいました。［使徒１７：１６〜３４］ 

 

 

９. パウロはアテネからどこに行きましたか。 

 

コリントです。そこで主が幻によって、パウロにそこにとどまって働き続けるように力

づけました。［使徒１８：１〜９］ 

 

 

１０. パウロのコリントでの働きの結果はどうでしたか。 

 

  パウロが一年半働いたのち、大きな教会が設立されました。［使徒１８：９〜１１］ 

 

 

 

 

追加暗唱聖句：ローマ ８：３５〜３６ 

 

35 私たちをキリストの愛から引き離すのはだれですか。患難ですか、苦しみですか、迫

害ですか、飢えですか、裸ですか、危険ですか、剣ですか。36「あなたのために、私た

ちは一日中、死に定められている。私たちは、ほふられる羊と見なされた。」と書いてあ

るとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 ２４ 課 

 

パウロの三度目の伝道旅行 

 
使徒１９章〜２１章 

 
 

１． パウロの三度目の旅行で、そのほとんどの時間を過ごした小アジヤの大きな都市はどこで 

   したか。 

 

アルテミス礼拝の中心地であったエペソです。そこでパウロは三年ほど働きました。 

                 ［使徒１９：１、８〜１０、２１〜２４］ 

 

 

２. パウロがエペソに長期滞在したことの重要性は何ですか。 

 

パウロはエペソを、小アジヤ全体の福音宣教の中心地としました。 

                   ［使徒１９：１０］ 

 

 

３． 主はどのようにして、パウロのエペソでの宣教を承認されましたか。 

 

神さまは特別な奇跡を起こしてくださったので、パウロの手によって病人が癒され、惡

霊が追い出されました。［使徒１９：１１〜１２］ 

 

 

４. パウロのエペソでの働きの結果はどうでしたか。 

 

神のみことばは、ますます力強く広まったので、多くの者が信じて、自分たちの異教の

迷信を捨て去りました。［使徒１９：１７〜２０］ 

 

 

５. エペソでパウロに反対した人はだれでしたか。 

 

銀でアルテミス神殿の模型を作ったデメテリオが、パウロに敵対して騒動を起こしまし

た。［使徒１９：２３以下］ 

 

 

６. パウロはエペソからどこに行きましたか。 

 

しばらくマケドニヤとギリシヤで働きました。［使徒２０：１〜１３］ 

 

 

 



７. パウロの帰路、トロアスで何が起きましたか。 

 

パウロが話している間に窓から落ちて死んだ青年ユテコをよみがえらせました。 

                       ［使徒２０：６〜１２］ 

 

 

 

８. パウロはミレトに着いたとき、何をしましたか。 

 

エペソの教会の長老たちに別れを告げ、忠実に長老としての使命を果たすように勧めま

した。［使徒２０：１６〜３０］ 

 

 

９. 聖霊はパウロがエルサレムに行く途中で、何をあかしされましたか。 

 

福音のために、なわめと苦しみがパウロを待っている、ということをあかしされまし

た。［使徒２０：２３］ 

 

 

１０. この旅行中に、パウロはどの手紙を書きましたか。 

 

 ローマ人への手紙、コリント人への手紙第一と第二、そして、もしかしたらガラテヤ 

 人への手紙も書きました。 

 

 

 

 

追加暗唱聖句：ローマ ８：３７ 

 

37 しかし、私たちは、私たちを愛してくださった方によって、これらすべてのことの中

にあっても、圧倒的な勝利者となるのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 ２５ 課 

 

パウロのローマでの逮捕と投獄 

 
使徒２３章〜２８章 

 
 

⒈ パウロがエルサレムに行ったとき、彼にどんなことが起こりましたか。 

 

ユダヤ人の暴徒たちがパウロを宮の外に引きずり出し、殺そうとしました。 

                    ［使徒２１：２７〜３１］ 

 

 

２. だれがパウロをこの暴徒たちから救い出しましたか。 

 

ローマ軍の千人隊長です。パウロを連れ出し、鎖につないで、兵営に連れて行くように

命じました。［使徒２１：３２〜３４］ 

 

 

３． パウロが兵営でつながれていたとき、主はどのように彼を慰められましたか。 

 

主がパウロに現れて、彼はローマでもあかしをしなくてはならない、と告げられまし

た。［使徒２３：１１］ 

 

 

４. パウロはエルサレムからこっそりとどこに連れて行かれましたか。 

 

カイザリヤです。パウロはそこで二年以上も牢に入れられていました。 

                  ［使徒２４：２４〜２７］ 

 

 

５. パウロは、なぜ最後にはローマに送られたのですか。 

 

エルサレムでもう一度裁判にかけられるのではなく、カイザルに上訴したからです。 

                         ［使徒２５：９〜１２］ 

 

 

６. パウロがローマに向かう航路で何が起こりましたか。 

 

船が難破したとき、パウロは奇跡的に助かりました。［使徒２７］ 

 

 

 

 



７. パウロはローマでどのように扱われましたか。 

 

家に住むことが許され、二年の間自由に福音を宣べ伝えることができました。 

                      ［使徒２８：１６〜３１］ 

 

 

８. パウロは福音について、ローマ１章１６節で何と言っていますか。 

 

「…私は福音を恥とは思いません。福音は、ユダヤ人をはじめギリシヤ人にも、信じる

すべての人にとって、救いを得させる神の力です。」 

 

 

９. 使徒の働きは、ローマ１章１６節に書いてあることを証明していますか。 

 

実にその通りです。小さかったキリスト教会が、エルサレムからローマへと広まったの

です。 

 

 

１０. パウロが死を迎えるにあたって、何が彼の慰めでしたか。 

 

「私は勇敢に戦い、走るべき道のりを走り終え、信仰を守り通しました。今からは、義

の栄冠が私のために用意されているだけです。かの日には、正しい審判者である主が、

それを私に授けてくださるのです。」（テモテ第二４：７〜８a） 

 

 

 

 

追加暗唱聖句：ローマ ８：３８〜３９ 

 

38 私はこう確信しています。死も、いのちも、御使いも、権威ある者も、今あるもの

も、後に来るものも、力ある者も、39 高さも、深さも、そのほかのどんな被造物も、私

たちの主キリスト・イエスにある神の愛から、私たちを引き離すことはできません。 

 
 


